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はじめに 

医療の高度化や在院日数の短縮化、医療安全に対する意識の高まりなど国民のニーズの

変化を背景に、臨床現場で必要とされる臨床実践能力と看護基礎教育で修得する看護実践

能力との間には乖離が生じ、その乖離が新人看護職員の離職の一因であると指摘されてい

る。看護基礎教育と臨床現場との乖離を埋めるためには、看護基礎教育の充実を図るとと

もに、臨床実践能力を高めるための新人看護職員研修の実施内容や方法、普及方策につい

て検討し、実施に移すことが求められている。そこで、新人看護職員研修ガイドラインの

策定及び普及のための具体的方策について検討するため、厚生労働省に「新人看護職員研

修に関する検討会」を設置し、議論を重ねて新人看護職員研修ガイドラインを作成した。 

一方、平成 21 年 7 月の保健師助産師看護師法及び看護師等の人材確保の促進に関する

法律の改正により、平成 22 年 4 月 1 日から新たに業務に従事する看護職員の臨床研修等

が努力義務となる。これを踏まえて、本ガイドラインは、新人看護職員が基本的な臨床実

践能力を獲得するための研修として、医療機関の機能や規模に関わらず新人看護職員を迎

えるすべての医療機関で研修を実施することができる体制の整備を目指して作成された。 

なお、新人保健師研修及び新人助産師研修に関しては、看護師としての基本的な実践能

力を獲得することを目的とした研修については本ガイドラインを適用することとし、助産

師としての基本的な実践能力を獲得する研修については、今後ワーキンググループを設置

して作成し、本ガイドラインに盛り込むこととしている。一方、保健師の研修については、

別途検討の場を設けることを予定している。 

 

（ガイドラインの構成と使い方） 

本ガイドラインは、各医療機関で研修を実施する際に必要となる事項により構成してい

る。新人看護職員研修ガイドラインの基本的な考え方及び新人看護職員研修と、新人看護

職員研修の効果を上げるために必要な指導者の育成についても示している。 

本ガイドラインでは、新人看護職員の到達目標として 1年以内に経験し修得を目指す項

目とその到達の目安を示した。研修体制や研修方法は、各医療機関の特性、研修に対する

考え方、職員の構成等に合わせて行うことを前提としていることから例示としている。ま

た、研修プログラムの例と技術指導の例をあくまでも参考として示している。各医療機関

においては、新人看護職員研修を施設内だけではなく、周りのリソースを十分に活用し、

新人看護職員の到達目標に合わせて研修を自由に組み合わせて実施していただきたい。 

本ガイドラインが新人看護職員を受け入れるあらゆる医療機関で研修の企画・立案に際

して活用されることを期待している。 
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Ⅰ.新人看護職員研修ガイドラインの基本的な考え方 

 

１． 新人看護職員研修の理念  

 

1) 看護は人間の生命に深く関わる職業であり、患者の生命、人格及び人権を尊重するこ

とを基本とし、生涯にわたって研鑽されるべきものである。新人看護職員研修は、看

護実践の基礎を形成するものとして、重要な意義を有する。 

 

2) 新人看護職員を支えるためには、周囲のスタッフだけではなく、全職員が新人に関心

を持ち、皆で育てるという組織文化の醸成が重要である。この新人看護職員研修ガイ

ドラインでは、新人看護職員を支援し、周りの全職員が共に支え合い、成長すること

を目指す。 

 

２．  基本方針 

 

1) 新人看護職員が基礎教育で学んだことを土台に、新人看護職員研修で臨床実践能力

を高め生涯にわたって、経験し獲得したことを蓄積し自己研鑽することを目指す。 

 

2) 医療における安全の確保及び質の高い看護の提供は重要な課題である。安全で安心

な療養環境を保証するため、医療機関は組織的に職員の研修に取り組むものであり、

新人看護職員研修はその一環として位置付けられる性質のものである。 

 

3) 新人看護職員研修は、看護基礎教育では学習することが困難な、医療チームの中で

複数の患者を受け持ち、多重課題を抱えながら、看護を安全に提供するための臨床

実践能力を強化することに主眼をおくことが重要である。 

 

4) 専門職業人として成長するためには、新人看護職員自らがたゆまぬ努力を重ねるべ

きであることは言うまでもないが、新人の時期から生涯にわたり、継続的に自己研

鑽を積むことができる実効性のある運営体制や研修支援体制が整備されていること

が重要である。 

 

5) 医療状況の変化や看護に対する患者・家族のニーズに柔軟に対応するためにも、新

人看護職員研修は、常に見直され発展していくものである。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


